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１. はじめに 

 USPTOの長官 Michelle Lee氏は、AIA手続に関し受領した 37個のパブリック・コメントを

慎重に検討した後、2015 年 3 月 27 日に、USPTO のブログ上で声明を発表し、PTAB プラク

ティス関連の応急措置（"quick-fix"）と規則改正案について言及していました。 

 

一つ目は、応急措置（first proposed-rule package）に関するものであり、審判手続に係る

ものです。この措置は、スケジューリング・オーダ（scheduling orders）を介してペンディング

中のケースにおいて即時発効となり、PTAB に新たにファイルされた申請の全てに適用され、

APJｓによって実施されることになりました。 

 

 二つ目は、PTAB の”trial”プラクティスにおける種々の規則改正（second proposed-rule 

package）に関し、今夏に公表される予定でした。なお、改正内容については、確定する前に通

知されることになっていました。 

 

 上記二つのパッケージ以外に、USPTOは、AIA手続における PTABの”trial”プラクティスの

種々の側面に関する公衆のための手引き（審判プラクティスの手引き（Trial Practice Guide））

を作成することも予定しています。 

 

 このような状況下で、2015年 5月 19日に、PTABプラクティスの規則が改正（first Final Rules 

Package）されました。このパッケージは、上記の first proposed-rule packageに対し更に検討

が加えられた最終版です。 

 

 その後、USPTO は、ほぼ予定どおり、2015 年 8 月 20 日付の官報で、より実体的な内容の

規則改正案を公示し、この提案に対するパブリック・コメントを募集しています。なお、募集期

限は 2015年 10月 19日に設定されています。 
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